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成熟社会を考える

一一未来学会研究集会から一一

昨年 12月 13 日，日本未来学会の第 61口|研究集会が学科 あり，研究が進めばおもしろいものになるであろう.

院大学南 3 号館で“成熟社会"を主テーマとして関かれ 成熟社会をいかにして存続せしめるかを追究しようと

た.成熟社会とはいったし、なんなのか，われわれはそれ する上記の研究に対して，岸田は，社会システムは生き

をどう捕えて，そこでの問題にどのようにぶつかってゆ ものであり，成長が停滞すればその中で次の新しい成長

けばよいのかを討論してみようとし寸趣旨であった. の芽を発見してゆくものであり，拘っておいても決して

林は「成熟社会の展望」と題する冒頭の発表の中で， 心配する状況にはならないだろうと，いくつかの例を引

後漢書にある「冬者五穀成熟j を引用して，成熟とはカ、 いてやや楽観的な論理を展開した.

ボールのいう文明社会のゴーノレで、もなければ，ロストウ その立場や背景は異なっても，このような意見をもっ

の唱える高度大衆消費社会の前段階でもなく，社会全体 ている人はずいぶん多いし，事実なんとかなってゆく場

にリサイクリング機能が充分ゆきわたった安定した状態 合が多いようである.そしてそれがまた人間の知恵とい

を指すものであると指摘した. うものであろう.

リサイグリングは，連続性，画一性，そして拡大膨張 中山は“放送文化とはなにか"と題して，現在の放送

を基底とする工業の論理の中にあるものではなく，季節 がこれまで他のメディアによって発達してきた文化を単

性そして地域性という自然、の中に見いだされる論理であ に電波にのせるということに止まり，まだ新しい社会文

って，ちょうど熟した柿がその種を地に落し，これが次 化を生成するに至っていないとしながらも，放送が他の

の世代を形成してゆくようにつの社会成果が次の世 マスメディアと異なって，一時に非常に多数の視聴者に

代の新しいインプットとなって循環してゆく態を指して 達することができる nowness ， thisness , thereness のセ

いる.このことを現代社会の中で実現してゆくために ンスを売りものにする産業であるなどの特長をもってい

は，資源Aの消費によって生まれたX と L寸産物を，再 る点を指摘し，これがその特性の故に，やがては今のエ

びAに還元する操作，つまり負の技術の開発が必要であ リート文化とは違った，大衆の力を基盤とした新しい文

り，この技術開発のための資金を調達するため，資源A 化を発生させる原動力となるかもしれないと示唆した.

についての消費税を設けることも一策であろうとの提話 こうして他の 5 篇の発表を含め，さまざまの角度から

であった. 成熟社会に光が当てられたが，はたして現在はすでに成

香山は“成熟社会の日本モデノレ"と題して，これまで 熟社会にあるのだろうか，経済的指標のうえでの成長鈍

社会成長のメカニズムが追究された割には，安定均衡状 化を捕えて，これを社会の成熟あるいは停滞と考えてよ

態にある社会システムつまり成熟社会の研究が充分にな いのだろうか，社会のメカニズムと人間個々の生活，あ

されていなかったということから出発して，経済成長が るいは幸福とはどのように関係つ寺けられるのだろうか，

校術的進歩の副次的な効果で、あると考えると，この副作 など，未来へ向かつて今後討論してゆかねばならないた

用だけを除去するためには数多くのむずかしい問題が山 くさんの問題があるように思われる.

積みしていることを指摘した.しかし人間の構成する社

会システムには，直感では認識できないような復雑な，

さまざまの負のフィードパック現象があり，また生活の

質的豊かさ，個性(多元性)への性向を刺戟することによ

ってつの均衡状態を出現させることが可能であろう

と述べた.

このテーマはローマクラブの研究作業の一環を構成す

るもので，短時間の発表では，その全貌を理解し得なか

ったが，成長期におけるものであれ，成熟期で、あれ，社

会システムのメカニズムの根本に触れようとするもので
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プログラム

1. 成熟社会の展望 林雄二郎

2. 成熟社会の日本モデル 香山健一

3. 国際社会の変化と日本 衛藤溶合

4. 人聞は成熟社会に耐えられるか 岸田純之助

5 地球化時代の政策科学の未来学関 寛治

6. 放送文化とは何か 中山伊知郎

7. エキステイクスの展望 磯村英一

8. 教育の抜本的改革 亀岡佳子
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